
室積中学校区 令和６年９月３０日現在

学校名 住所 具体的場所 分類 要望内容

室積

R06 附属光小・中
室積8丁目7番地
先～4番地先

室積公園駐車場から学校
入口まで

交通 木の伐採、歩道の拡張 300ｍ 450人

再

1

県道146号
歩道脇の木が生い茂り、今にも倒れてきそう。※昨年倒木あり。二車線から
一車線になることで、歩道の十分な確保がなされていない。カーブ部分は見
通しが悪く、歩行者の視認が難しい。

対策実施機関
学校

周南土木建築事務所
対策内容

注意喚起
木の伐採については担当部署に申し入れを行う。
歩道については、対応の可否を検討。

№

道路種別
道路名

危険箇所の状況
及び要望理由

参　　考
（距離,通学者数)

実施対策機関 対策内容 （対策済は青で着色）



光井中学校区 令和６年９月３０日現在

学校名 住所 具体的場所 分類 要望内容

光井

R06 光井中 光井8丁目 光井8丁目番地5先市道 交通 歩道の整備 1.2kｍ 10人

新

1

市道
歩道がない区間があり、道幅も狭いため登下校時に車や軽車両との
接触の可能性が高い箇所である。光高校生の登下校者数も多く、登下
校時間のピークには危険度が増す。

対策実施機関
学校

道路河川課
対策内容

注意喚起
歩道の整備について検討を開始。

№

道路種別
道路名

危険箇所の状況
及び要望理由

参　　考
（距離,通学者数)

実施対策機関 対策内容 （対策済は青で着色）



島田中学校区 令和６年９月３０日現在

学校名 住所 具体的場所 分類 要望内容

島田

R06 上島田小 上島田5丁目 上島田5丁目3番10号地先 交通
通学路や飛出注意を報
せる標識・停止線と止
まれの文字

1.0ｋｍ 9人

新

三井小 三井8丁目
県道8号徳山光線三井8丁
目14番地先

交通 歩道の設置 800ｍ 14人

再

2

県道8号徳山光線
歩道もガードレールもなく、スピードの出た車両の交通量が多い県道8号線の
路側帯を１２ｍ程度登下校時に通らなければならない。低学年児童も多くいる
ことから、風雨が強いときなどは危険が増す。

対策実施機関
学校

周南土木建築事務所
対策内容

注意喚起
令和3年度に路側帯の更新を実施。
歩道の整備について検討を開始。

1

市道
赤線から市道に出る際、民家の塀が死角になるため、左右確認を行う際には
１歩道路に出て行うこととなる。市道に歩道や路側帯もないため、車や軽車両
の接触の危険性が高い。自治会からの要望もあり。

対策実施機関
学校

生活安全課
対策内容

注意喚起
幅員が確保できず、路側帯の設置は困難。
赤線から市道へ出る部分に停止線の設置等を検討。

№

道路種別
道路名

危険箇所の状況
及び要望理由

参　　考
（距離,通学者数)

実施対策機関 対策内容 （対策済は青で着色）



大和中学校区 令和６年９月３０日現在

学校名 住所 具体的場所 分類 要望内容

大和

R06 三輪小
大字三輪協和地
区

県道68号大字三輪510番
地1付近横断歩道

交通
押しボタン式信号機の
設置

1.7ｋｍ
8人

（R7～）

再

岩田小 岩田338-1地先 岩田小学校前市道 防災 木の剪定 500ｍ 15人

新

2

市道
山側の木に、折れた竹や木の枝が引っかかっており、風などによる落下の危険性があ
る。保護者からも要望あり。

対策実施機関
学校

道路河川課
対策内容

注意喚起
支障木の剪定、必要に応じて土地所有者への喚起。

1

県道68号

交通量が多いうえ、スピードを出す車が多い路線である。横断歩道に歩行者がいても
止まらない車も見られ、地元住民も危険を感じている。平成29年度に大和自治連合会
や他校と連名で光警察署に要望を提出。R7年度からは小学校再編成により、バス乗降
児童による横断が増えるため、改めて検討をお願いしたい。

対策実施機関
学校

光警察署
対策内容

注意喚起
調査のうえ上申を行うが、警視庁が定める信号機設置基準を満たさず、押しボタン信号機の設置は困難と見込まれる。
横断旗の設置等を併せて検討。

№

道路種別
道路名

危険箇所の状況
及び要望理由

参　　考
（距離,通学者数)

実施対策機関 対策内容 （対策済は青で着色）


